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１   

序
論

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヒ
ル
・
カ
ン
ト
リ
ー
の

ケ
ー
ス
で
は
、
茶
農
園
主
の
バ
ン
ガ
ロ
ー

な
ど
の
建
物
が
ホ
テ
ル
に
改
築
さ
れ
、

ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ジ
ェ
ン
ト

リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
例
と
し
た
。
本

章
で
は
、「
食
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
無
形
遺
産
と

し
て
、
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

概
念
が
、
茶
の
料
理
に
適
用
さ
れ
た

場
合
を
取
り
上
げ
る
。
抹
茶
の
老
舗

街
と
し
て
知
ら
れ
る
、
京
都
の
宇
治

の
商
店
街
で
こ
の
現
象
を
検
証
す

る
。
最
近
で
は
日
本
の
緑
茶
、
中
で

も
抹
茶
が
様
々
な
食
と
の
組
み
合
わ

せ
で
再
生
、
創
作
さ
れ
て
、
緑
茶
の
入

っ
た
様
々
な
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
、
飲
み

物
な
ど
が
広
ま
っ
て
い
る
。
健
康
食

品
の
新
た
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、
観

光
分
野
に
お
い
て
も
一
般
化
し
て
き
て

い
る
。

文
化
交
流
、
地
域
遺
産
の
顕
在
化
な
ど
に
寄
与
す
る
の
で
あ
る
。

　

緑
茶
は
古
く
か
ら
日
本
料
理
に
使
わ
れ
て
き
た
。
図
１
の
茶

飯
や
茶
粥
、
お
茶
漬
け
は
日
本
伝
統
の
日
常
茶
料
理
で
あ
る
。

日
本
の
緑
茶
は
ほ
と
ん
ど
が
蒸
し
製
だ
が
、
何
種
類
か
に
分
類

さ
れ
、
煎
茶
、
番
茶
、
ほ
う
じ
茶
、
玄
米
茶
、
玉
露
、
玉
緑
茶
、

そ
し
て
抹
茶
な
ど
が
あ
る
。

　

日
本
人
が
日
常
的
に
消
費
す
る
の
は
煎
茶
で
、
80
％
近
い
消

費
量
で
あ
る
。
煎
茶
は
お
茶
漬
け
に
用
い
ら
れ
、
茶
色
で
炒
っ
た

香
り
の
す
る
ほ
う
じ
茶
は
茶
粥
や
茶
飯
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
茶

は
料
理
の
食
材
と
し
て
用
い
ら
れ
、
肉
や
魚
と
過
熱
す
る
と
食
感

や
匂
い
を
損
な
う
が
、
現
在
の
日
本
の
茶
料
理
で
は
粉
末
に
し
て

様
々
な
メ
ニュ
ー
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、
茶
そ
ば
や
、
抹
茶
入
り
の

野
菜
天
ぷ
ら
や
、
抹
茶
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
よ
う
な
ス
イ
ー
ツ
な
ど

が
あ
る
。

３   

京
都
の
宇
治
で
の
茶
と
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

連
携

　

８
０
０
年
に
も
亘
っ
て
、
京
都
の
宇
治
地
域
は
極
上
の
日
本
茶
、

玉
露
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
が
、
玉
露
は
日
除
け
を
用
い

た
栽
培
方
法
に
よ
っ
て
、
柔
ら
か
で
甘
い
爽
快
感
と
独
特
の
香
り

を
持
つ
。
ま
た
、
抹
茶
の
主
な
生
産
地
と
し
て
、
茶
の
湯
の
発
展

２   

日
本
の
緑
茶
と
食
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

第
２
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
茶
文
化
は
８
０
０
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
、
栄
西
が
禅
の
思
想
と
と
も
に
中
国
か
ら
抹

茶
を
伝
え
、
15
世
紀
に
興
っ
た
茶
道
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
し

か
し
、
抹
茶
の
繊
細
な
用
い
方
は
現
代
日
本
の
緑
茶
文
化
で
あ

り
、
食
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
る
。

　

食
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
普
段
の
食
材
を
ト
レ

ン
デ
ィ
ー
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
指
す
新
し
い
用
語
で
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
伝

統
的
な
食
が
手
の
届

か
な
い
も
の
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、

美
食
観
光
な
ど
を

通
し
て
、
食
の
新
た

な
機
能
の
創
造
に
つ

な
が
る
。
食
は
も
は

や
健
康
に
寄
与
す
る

だ
け
で
な
く
、
経
済

の
活
性
化
、
余
暇
や

娯
楽
、
学
習
経
験
、

に
も
影
響
し
て
き
た
。
宇
治
で
の
茶
の
栽
培
は
鎌
倉
時
代
13
世
紀

初
頭
に
遡
る
が
、
茶
の
生
産
は
15
世
紀
中
ご
ろ
に
室
町
幕
府
の
援

助
を
得
て
発
展
し
た
。
こ
の
頃
に
、「
宇
治
七
茗
園
」
の
一
つ
と
し

て
現
存
す
る
「
奥
ノ
山
」
茶
園
が
造
ら
れ
た
。
宇
治
は
、
豊
臣

秀
吉
が
茶
の
湯
に
用
い
る
水
を
宇
治
川
か
ら
汲
ん
だ
こ
と
や
、「
青

製
煎
茶
製
法
」
を
生
ん
だ
永
谷
宗
円
の
本
拠
で
も
あ
る
こ
と
で
知

ら
れ
て
お
り
、
宇
治
茶
は
極
上
の
贈
答
と
考
え
ら
れ
て
来
た
。
そ

し
て
、
喫
茶
と
料
理
と
が
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
17

世
紀
か
ら
19
世
紀
に

か
け
て
、
宇
治
は
徳

川
将
軍
の
庇
護
を
得

て
、
日
本
を
代
表
す

る
茶
の
生
産
地
と
し

て
栄
え
、「
茶
師
」

と
呼
ば
れ
る
茶
生
産

家
が
生
ま
れ
た
。
今

日
で
も
宇
治
の
街
並

み
は
茶
店
な
ど
の
茶

に
関
連
す
る
建
物
が

独
特
の
景
観
を
作
っ

図１． 伝統的な茶粥図２． 茶に関連した歴史的な建物の残る宇治の商店街
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て
い
る
（
図
２
）。
ま
た
、
宇
治
の
中
心
街
の
景
観
は
、
古
い
寺

社
仏
閣
の
平
等
院
や
宇
治
上
神
社
な
ど
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
宇
治
は
ま
た
、
政
府
に
よ
っ
て
日
本
遺

産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

宇
治
茶
は
、
茶
の
商
業
や
茶
文
化
の
歴
史
的
優
位
性
を
生
か

し
て
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
が
戦
略
的
に
図
ら
れ
て

い
る
。
茶
料
理
も
含
め
て
、
茶
の
製
品
に
関
連
す
る
数
多
く
の

場
が
観
光
客
に
提
供
さ
れ
る
。
宇
治
の
中
心
地
だ
け
で
も
、
商

店
街
の
茶
生
産
業
者

の
建
物
は
ジ
ェン
ト
リ

フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
、
茶
博
物
館
や

茶
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン

と
な
っ
て
い
て
、
観

光
客
は
茶
の
遺
産
街

並
み
景
観
の
雰
囲
気

の
中
で
、
幾
種
類
も

の
新
し
い
茶
料
理
を

味
わ
え
る
（
図
３
）。

茶
そ
ば
や
、茶
餃
子
、

抹
茶
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
様
々
な
茶
の
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
う
いっ
た
メ
ニュ
ー

は
観
光
客
が
茶
の
商
品
の
購
買
や
、
茶
の
生
産
工
程
な
ど
を
含

む
茶
文
化
の
学
習
を
誘
引
す
る
。
店
内
で
観
光
客
に
学
習
体
験

を
提
供
す
る
茶
生
産
者
も
い
て
、茶
の
淹
れ
方
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、

手
動
で
の
抹
茶
挽
や
茶
道
体
験
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
教
育

的
ツ
ア
ー
の
た
め
の
茶
工
場
や
茶
園
を
開
業
し
た
茶
生
産
の
会
社

も
あ
る
。

　

観
光
客
は
昔
な
が
ら
の
伝
統
的
な
茶
摘
み
や
茶
作
り
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
宇
治

で
は
立
春
か
ら
数
え

て
八
十
八
日
目
の
５

月
の
初
め
に
、
５
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

茶
の
新
芽
を
摘
む
。

茶
農
家
で
は
早
朝
か

ら
摘
む
こ
と
で
、
柔

ら
か
さ
や
新
鮮
さ
を

保
つ
。
摘
み
た
て
の

茶
葉
は
す
ぐ
に
酸
化

す
る
の
で
、
少
量
の

束
に
摘
み
取
り
、
茶

が
新
鮮
な
う
ち
に
加
工
す
る
た
め
に
、
１
日
の
う
ち
何
度
も
茶
園

と
工
場
を
行
き
来
す
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
知
恵
は
、
茶
摘
み

祭
り
に
観
光
客
が
参
加
す
る
遺
産
観
光
体
験
に
な
っ
て
い
る
。

　

茶
と
世
界
遺
産
を
結
び
つ
け
る
ア
イ
デ
ア
は
、
美
食
観
光
に
も

見
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
地
の
シ
ン
ボ
ル
や
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
茶
料

理
と
な
っ
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
と
し
て
観
光
客
を
魅
了
す

る
た
め
に
、
有
形
の
文
化
遺
産
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
宇
治
の
茶
料

理
に
使
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
等
院
鳳
凰
堂
の
屋
根
に
あ
る
鳳

凰
が
パ
ン
ケ
ー
キ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
使
わ
れ
て
い
る
（
図
４
）。

４   

結
論

　

食
文
化
に
お
け
る
茶
製
品
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

茶
原
料
の
美
食
付
加
価
値
の
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
いっ

た
形
で
の
茶
の
消
費
拡
大
は
茶
生
産
の
需
要
を
増
し
、
観
光
を
通

じ
て
小
規
模
な
茶
生
産
企
業
の
存
続
に
寄
与
す
る
。
茶
料
理
を

創
作
す
る
こ
と
で
、
遺
産
観
光
体
験
と
結
び
つ
い
て
、
茶
文
化
の

商
品
化
の
戦
略
に
な
っ
て
い
る
。
宇
治
で
開
発
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、

優
れ
た
実
践
と
し
て
、
茶
栽
培
や
茶
生
産
の
減
少
に
直
面
し
て
い

る
地
域
の
茶
生
産
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
） 図３． 茶餃子、茶お好み焼きが抹茶の粉末と提供される。

図４． 平等院鳳凰堂の鳳凰の茶パンケーキ


